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1 序論 局地的あるいは広域の水循環において地表

面水文量が果たす役割は大きく，地表面温度や土壌水

分量が夏季の降水量に寄与すると指摘されている1) ．

また，森林伐採などの土地利用変化や植生状態の変化

が，アジア・モンスーン域における降水量に影響して

いることが示唆されている．しかしながら，地表面状

態の広範囲かつ長期間にわたる現地直接観測を実施

するのは困難であるため，地表面状態がどのように時

間・空間的に変動するかについてはあまり議論されて

いない．そこで本研究では，地表面状態の時間的な変

動に着目し，衛星に搭載されたセンサによって観測さ

れる地表面温度を分析し，その年々変動や年々の偏差

が大きい領域・時期を抽出することを目的とする．

2 地表面温度の分析

2.1 衛星観測情報 本研究では，衛星 Terra およ

び衛星 Aqua に搭載された中分解能撮像分光放射計

MODIS (MODerate resolution Imaging Spectroradiome-

ter) による観測情報から得られる地表面温度プロダク

トを用いた．使用したプロダクトは MOD11C1 および

MYD11C1 の 2種類の全球データである．それぞれの

プロダクトの空間解像度は 6km で，昼と夜の地表面

温度が日単位で提供されている2) ．本概要では紙面の

都合上，MOD11C1 プロダクトの昼の地表面温度につ

いてのみ述べるが，分析は全てのデータに対して実施

している．

使用したプロダクトでは幾何補正と大気補正が施さ

れた地表面温度が提供されるが，完全には補正し切れ

ていないため，各メッシュ毎に日単位で提供されるデー

タから 8 日毎のコンポジットデータを作成し，1年を

46期間とした時系列データを分析対象とした．なお，

対象期間は 2001年から 2010年までの 10年間である．

2.2 年々変動の分析 8日毎の各期間において，2001

から 2010年の 10年間における地表面温度の平均値と

標準偏差を各メッシュでそれぞれ求めた．例として第
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(a) 平均

(b) 標準偏差

図 1 2001–2010 年における第 12 期 (3 月 30 日–4 月 7
日)の地表面温度の統計量

12期 (3月 30日–4月 7日)のアジア東部地域における

値を図 1に示す．同図において白く着色された領域は，

雲の影響などにより適切に地表面温度が得られない領

域，あるいは海水面である．同図から，地表面温度の

年々変動の大きさが，空間的に異なることがわかる．

次に，各期間の地表面温度について，2001から 2010

年の 10年間の平均値からの偏差の大きさをメッシュ毎
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(a) 2009年の地表面温度 (b) 偏差 (c) 偏差の標準変量

図 2 2009年第 12期 (3月 30日–4月 7日)の地表面温度と 2001–2010年平均からの偏差

(a) 2005年第 12期 (b) 2008年第 11期 (c) 2009年第 13期

図 3 地表面温度の年々の偏差が大きい領域・時期における偏差の標準変量

に分析した．図 1 から明らかであるが，各メッシュで

標準偏差の大きさが異なるため，平均からの単純な偏

差だけでなく，偏差の標準変量も算出し分析に用いた．

図 2 に一例として 2009年第 12期 (3月 30日–4月 7日)

の地表面温度と 2001–2010年の 10年平均からの偏差及

び偏差の標準変量を示す．同図 (b) と (c) を比較する

と，概ね両者の空間パターンは一致するが，偏差が大

きい領域で必ずしも偏差の標準変量が大きくないこと

がわかる．

2.3 偏差が大きい領域・時期 1年を 46期間とした

各期間の地表面温度について，年々の偏差が大きい領

域や時期を，偏差の標準変量に基づいて抽出し，図 3

に抽出された特徴的な領域・時期を示す．図 3 (a) は，

2005年の第 12期 (3月 30日–4月 7日)に華北平原にお

いて地表面温度の年々の偏差が大きいことを示してい

る．また，同図 (b) では，2008年第 11期 (3月 22日–30

日)にインドの南西部において地表面温度の年々の偏

差が小さいことを示している．一方，同図 (c)から，イ

ンドの北部において 2009年第 13期 (4月 7日–15日)に

地表面温度の年々の偏差が大きいことがわかる．

3 結論 本研究では，衛星観測情報から得られる

6kmメッシュの地表面温度プロダクトを用いて，1年を

8日毎の 46期間にわけた各期間における地表面温度の

年々変動を分析した．その結果，各期間における地表

面温度の年々変動の大きさは空間的・季節的に変化す

ると推定された．また，各期間における地表面温度の

平年値からの偏差の標準変量を指標として，年々の偏

差が大きい領域や時期が抽出された．抽出された地表

面温度の偏差が大きい特徴的な領域や時期において，

地表面温度が水・熱循環にあたえる影響の分析が今後

の課題である．なお，講演時には他の地表面温度プロ

ダクトの分析結果もあわせて紹介する予定である．
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